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報恩講
ほ
う
お
ん
こ
うは何とい⻒ても⺯宗祖
し
⻔
う
そ親 し
ん

鸞 ら
ん聖人
し
⻕
う
に
んの法事です⺰法事と云えば

私
た
ち
は
亡
き
人
の
三
回
忌
と
か
七

回忌とか⺯あるいは五十回忌とい

う
よ
う
な
先
の
先
ま
で
供
養
を
し
ま

す⺰それには亡き人への想い⺯言

葉
で
は
云
い
表
わ
せ
よ
う
の
な
い
深

い
も
の
が
ひ
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で

す⺰ こ
の
気
持
ち
は
親
鸞
聖
人
に
対
し

ても異なるものではありません⺰

親鸞という人を知らない人でも⺯

真
宗
門
徒
と
し
て
身
に
つ
い
て
い
る

何かがあるはずです⺰たとえば⺯

寺
で
は
毎
月
仏
教
講
座
が
ひ
ら
か
れ

ていることを知⻒ていたり⺺真宗

以外の寺では定例の⻆法座
ほ
う
ざ

⻇はめ

⻒たにありません⺻⺯霊供養を積

極的に説いたりしないことなど⺯

知⻒ています⺰ 

宗祖の親鸞さまは“念仏一つ”

で救われると教えられました⺰学

問も修行も要らない⺯と⺰これは⺯

この念仏は⺯信じるほかに救われ

ないという畢竟依
ひ
⻒
き
⻕
う
え⺺最後の最後の

依 よ

り拠 どころ⺻に目ざめさせる念仏だか

らです⺰人間に迷いのない人生な

ど⺯存在しませんが⺯この事があ

れば生きられる⺯そんな依り拠を

見
つ
け
ら
れ
る
教
え
が
浄
土
真
宗
の

念仏です⺰悲しい事や苦しい事あ

⻒ても⺯自分の信じられる人生を

生
き
る
こ
と
こ
そ
が
最
も
大
切
で
あ

り⺯人として生まれた意味と価値

があるのでし⻕う⺰ 
      

            

           

  

 

       

  

 

浄泉寺からのお知らせ 
 

● 

春のお彼岸 

● 

お参りの日程は⺯三月上旬におハガキ

にてお送りします⺰ 
● 
同 ど

う 

朋 ぼ
う 

会 か
い 

⺺月例法座⺻● 
浄泉寺では⺯毎月お勤めと住職の法話

を
中
心
に
し
た
同
朋
会
を
開
催
し
て
い
ま

す⺰どなたでもお気軽にご参加いただ

けますので⺯ぜひお越しください⺰ 

日程等の問合せは浄泉寺まで⺰ 
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令和令和令和令和４４４４年年年年(20(20(20(2022222222 年年年年))))年忌表年忌表年忌表年忌表

ご法事（年忌

ね ん き

法要）は、亡き人をご縁に、仏さまの教

えを、今生きる私たちが聞かせていただく大切な機会

です。浄泉寺本堂でご法事を勤めることもできます。 

一周忌一周忌一周忌一周忌    令和 3 年(2021 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    令和 2 年(2020 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 28 年(2016 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 22 年(2010 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 18 年(2006 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 10 年(1998 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    平成 2 年(1990 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 48 年(1973 年)亡 

     

     

 

       

 

＜発行元・問い合わせ＞ 

真 宗真 宗真 宗真 宗

しんしゅう

大谷派大谷派大谷派大谷派

おおたには

    楠林山楠林山楠林山楠林山

なんりんざん

    浄浄浄浄

じょう

    泉泉泉泉

せん

    寺寺寺寺

じ

      電話 0799-22-4798 

〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３ 

ホームページ http://jyosenji.asei.info 

    ～ 浄泉寺からご門徒の皆さんへのご依頼 ～  
宗祖しゅうそ親鸞しんらん聖 人しょうにん御誕生 850 年・立 教りっきょう開 宗かいしゅう800 年慶 讃きょうさん事業へのご懇志こ ん しをお願いいたします。 
来たる 2023 年、宗祖親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要が本山・東本願寺で勤

まります。この法要は、かけがえのない仏教の教え（念仏ね ん ぶ つ）を私たちに伝えてくださった親鸞
聖人の御誕生と、親鸞聖人が『教きょう行ぎょう信証しんしょう』を著して本願ほ ん が ん念仏ね ん ぶ つの教えを顕あきらかにされたことを慶よろこび、
私自身が「人と生まれたことの意味」をたずねる大切な機縁としてお勤めします。 

そして、法要を機縁として、教えを次世代に伝えるための様々な取り 
組みのため、本山から懇志の依頼がきています。すでに納入くださった 
方も多数おられますが、全てのご門徒の皆様からのご懇志（1 口 1 万円） 
の協力をお願いいたします。 [2022 年末迄にお納めください。]  

おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ㉕㉕㉕㉕        ～～～～    自分を見つめるおみがき自分を見つめるおみがき自分を見つめるおみがき自分を見つめるおみがき    ～～～～    

「磨いても磨いても完璧にきれいにならん。人間の煩悩みたいやなぁ」 
京都の本山でおみがきを一緒にしていたご門徒さんの口から 

聞いた言葉です。報恩講を前に、浄泉寺では今年も「おみがき」 
を行いました。コロナの中ではありますが、対面に座ることは 
避け、マスクをしながらのおみがきでした。 
 「おみがき」とは、真鍮しんちゅうでできた仏具を研磨剤け ん ま ざ いで磨き上げる 
ことです。皆さんのお内仏な い ぶ つ（仏壇）の仏具は真鍮でしょうか？ 
中には金メッキの仏具もありますので、注意が必要（金メッキ 
の仏具を研磨剤で磨いてはいけません！！）ですが、真鍮製の仏具の場合は、ぜひ皆さんのお宅 

でも年忌法要の前や新年を迎える準備の時な 
ど、何かの節目にぜひ「おみがき」をしてく 
ださい。 
 研磨剤はいろいろありますが、浄泉寺では 
「ピカール」という研磨剤を使っています。古 
布等に研磨剤をつけてまず磨きます。ある程度 
磨けてきたら、古新聞でさらに磨くと仕上がり 
の光具合がよくなります。細かな溝のある仏具 
であれば、古い歯ブラシや竹串で溝を磨くよう 
にします。 
 磨いても磨いても完璧はなく、放っておくと 
どんどんくすんでいく…。まさに人間の煩悩が 
知らされるようです。 (浄泉寺若院・釋しゃく亜世あ せ い ) 


